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1た・づ・な

３月よりＪＲＡ馬事部生産育成対策室長を務めております
内藤と申します。以前にも日高・宮崎の両育成牧場をはじめ
馬事部でのＪＲＡブリーズアップセールの運営等生産育成関
連の仕事に長く携わらせていただいていたのでお見知りおき
の方も多いかと思います。そういった職歴の中で、ここ数年
は生産育成関連の仕事からやや離れ、本年２月まで美浦ト
レーニングセンターの競走馬診療所長を務めておりました。
現役の競走馬を扱う臨床現場での勤務は実に15年ぶり、美
浦トレーニングセンター勤務は19年ぶりとなりました。ご挨
拶を兼ねて久しぶりにみたトレセンの臨床現場の変化をご紹
介させていただきます。

手術

美浦トレーニングセンター競走馬の手術頭数は年々増加し
ています。関節鏡を用いた骨片摘出術が多くを占めているこ
とは以前と変わりがないのですが、腕節構成骨に加えて球
節の剥離骨折に対する手術が増加しています。特に球節の
関節鏡手術においては、立位鎮静下での手術が一般的に
なってきています。安全な（倒馬を伴う）全身麻酔法が確立
された今日ではありますが、全身麻酔をかけない立位鎮静
下においては一層の馬体への負担軽減が期待でき、従来保
存療法が選択されていた症例についても積極的に手術が実
施されてきています。

手術手技の向上・高度化にも目を見張るものがあります。

螺子やプレートを用いた骨折の整復術はより複雑な骨折に
対しても積極的に取り組み良好な成績をあげていますし、
疝痛における開腹手術については、実施にあたっての（早期
の）適切な決断など意識の変化もあり、救命および、競走
復帰率の上昇が進んできているところです。

“ 馬の福祉 ” や “ 競走馬のセカンドライフ ”といった意識
が高まる中で、競走馬の手術に対するニーズも変化してきて
います。運動器障害が残ることが予想される場合において
も乗用馬等への転用を目的に手術を希望される馬主様が見
受けられるようになってきましたし、馬主様から調教師を通
じて検査や手術・治療についてのより詳細で専門的な説明
を求められるケースも増えてきています。これまで競馬にご
縁のなかった方々の参入や情報社会の発展により競走馬診
療所の治療・手術に対するニーズも変化してきているように
感じました。

入厩検疫

入厩検疫頭数の変化がトレーニングセンターの役割や周
囲の環境の変化を端的に表している一例です。グラフに示
しますとおり、入厩検疫頭数は年々増加の一途をたどり、
トレセン開設当初と比較すると東西両トレーニングセンター
共に５～６倍と大きく増加しています。

これは、トレーニングセンター周辺の休養・育成牧場を活
用し、臨戦態勢にある馬を順次トレーニングセンターに入厩
させるとともに、出走後の馬を近隣の牧場に放牧し調整を
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続けるといった次走へ向けたサイクルが一般的になってきた
ことを表しているものと推察されます。

トレーニングセンターと近隣牧場との交流が一層深まるに
つれて、防疫面でもトレーニングセンター単体ではなく周辺
牧場との連携が不可欠となっています。美浦トレーニングセ
ンターでは、周辺の馬牧場で作る“ 茨城県馬牧場防疫協議
会 ”と協力し一層の防疫意識の向上や馬インフルエンザなど
の伝染性疾患への対策に鋭意取り組んでいるところです。

施設改善

美浦トレーニングセンターでは大規模な坂路の改修が行
われました。競走馬診療所では乳酸や心拍数を測定し、改
修後の運動強度の変化などを調査してきたところ、当初の
狙い通り坂路調教を行っている馬の運動強度は全般的に高
まっているうえに、従来と同様のスピードでより強い負荷が
かけられることが証明されています。必要以上に走行速度
を上げることなく負荷の強弱が調整可能となり、美浦の坂
路が一層有効、安全なものになったものと思われます。

事故頭数の減少

骨折等の事故頭数の減少も大きく変化した項目のひとつ
です。図中折れ線グラフに示すように1990年代後半から事
故馬総数は減少傾向が続いています。その内訳をみてみま
すと、白色棒グラフで示す競走中の事故頭数には変化がみ
られないものの、黒色棒グラフに示す調教中事故馬頭数の
減少が顕著になっていることがわかります。先ほど紹介し
た馬場をはじめとした施設の改善に加えて、その要因のひ
とつに、中央競馬における薬物規制制度の強化があげられ
ます。事故馬の減少は、アナボリックステロイド（競馬サー
クルから一掃されるべき薬物）をはじめとする禁止薬物の管
理、「馬の福祉及び事故防止の観点から規制する薬物」と
定義される規制薬物制度の整備が大きな要因になっている
ものと考えます。特に規制薬物については、運動器疾患に

罹患している馬に対して鎮痛剤等を投与した影響下で、調
教・競走に出走した場合は疾病の重篤化や人馬の安全を脅
かす恐れがありましたが、規制薬物の適切な使用をすすめ
ることにより、事故発生の減少に大きく貢献できているもの
と思われます。

現在ではこれら薬物規制に加えて、「禁止行為」について
も整備し一層の事故防止等に努めています。この禁止行為
の中には、ＪＲＡ施設内外を問わず禁止する行為（成長途
上である４才未満の馬に対する骨吸収抑制剤の投与等）や
生涯禁止する行為（神経切断術等）も含まれておりますの
で、生産・育成の現場においても引き続きのご注意をお願
いいたします。

まとめ

入厩検疫頭数から見るトレーニングセンターの馬の入れ
替わりが非常に多くなっており、トレーニングセンター周辺
には出走控えた馬や出走後に調整・休養している馬が数多
くいます。トレーニングセンター競走馬診療所の緊急手術、
診療や防疫といった守備範囲はこれらを含み拡大傾向にあ
ります。

施設整備に加えて適切な薬物規制といった人馬の安全に
対する取り組みなどにもより、骨折等の事故頭数は減少し
てきています。

一方で競走馬診療所の手術頭数は増加してきています
が、これは技術開発や手技の向上などにより積極的な治療
を選択するケースも増加していることも要因となっていると
考えました。

生産・育成期において皆様が多くの労力と情熱を注いで
育て上げた馬たちを、競走期においてお預かりするトレーニ
ングセンター競走馬診療所の現状をご紹介することにより理
解を深め一層の連携を図り競馬サークルを盛り上げていけ
たら良いと考えております。

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
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はじめに

馬の体を足下から支えている蹄は、外側が硬い箱状の蹄
鞘で覆われていますが、肢の一般的な構造と同様に、その
内部には、中心に位置する骨部を囲むように真皮（弾力装置
を含む）や腱・靱帯が配置されています。蹄では、この骨
部が健康な状態で蹄内部に固定されることで、筋・腱など
の働きに合わせて蹄が正常に動くことができます。前回まで
の「蹄の病気」では、蹄鞘部、知覚部、弾力装置の病気に
ついて紹介してきました。今回は、蹄内部の骨部として構成
されている冠骨、蹄骨ならびに舠舠

トウトウ

骨の中で蹄骨の異常につ
いて説明します。

骨の特徴と生理

骨は体を支え、臓器を吊す支柱作用、外部からの衝撃
から内部組織を守る保護作用、体を動かす筋肉（腱）や関
節を固定する靱帯・関節包の付着点となる作用など、日常
の生活で様 な々物理学的ストレスに曝されています。このよ
うな状況に対応するため、骨は生体の中でも特に堅牢な組
織構造を持ち、さらに、活発な自己メンテナンスを行えるよ
うに、常に崩壊・吸収と新生を繰り返す旺盛な新陳代謝機
能を持っています。しかし、激しい運動を課される馬では、
体に加わる大きな物理的な力によって直接的に骨が損傷さ
れるだけでなく、持続的な衝撃が加わることで骨の新陳代
謝機能が低下したり、骨に付着している腱や靱帯の傷害が
波及したりして様 な々異常が発生します。

骨折

骨組織は硬さと強靱さを備えていますが、たわむ能力は
案外小さいので、骨を曲げる力が加わると折れたり、亀裂
が生じたりします。このように骨が持つ堅牢性と弾力性の限
界を超える力の作用で、骨が完全もしくは不完全に離断し

た病態が骨折です。動物では打撲、転倒、蹴るなどの直
接的な外力によって発生する外傷性骨折が多く、特に馬で
は、高い運動能力を利用するため、馬体に加わる衝撃や荷
重による骨への強い圧迫、屈曲、捻転などで骨折が発生し
やすくなります。直接地面と接する蹄では、蹠枕などの弾力
装置や蹄機作用によって、これらの力学的ストレスが分散さ
れる仕組みが備わっていますが、その能力を超えるような
力が加わると骨折することになります。蹄骨の骨折は、その
発生部位で幾つかのタイプに分類されています。なお、馬
では蹄骨に限らず前肢の骨折が多いのは、前肢が後肢より
も大きな体重を負担していること、方向転換やスピードを制
御するなどの複雑な役割を担っているためだと考えられてい
ます。蹄骨骨折に対する装蹄方針は、他の骨折と同様に骨
折部の固定を確実にすることです。そのため、蹄機作用に
よる蹄内部の動きを抑えられるように、側鉄唇を附設した連
尾蹄鉄や蹄キャストの装着、さらに上彎や船底蹄鉄などで
蹄の反回を促進することが有効です。
蹄骨骨折のタイプ
TypeⅠ：蹄骨掌突起の骨折
TypeⅡ：関節面に達する蹄骨側方部の骨折
Type Ⅲ：関節面に達する蹄骨中央部の骨折
Type Ⅳ：蹄骨伸筋突起骨折
TypeⅤ：複数骨折（多数骨片骨折）
TypeⅥ：蹄骨床縁骨折
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蹄の病気：骨の異常
日本装削蹄協会装蹄教育センター　　森　達也

図１：蹄骨骨折のタイプ（蹄骨を上方から見た図）
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図２：蹄の上方からのレントゲン写真
　　　タイプⅥの蹄骨骨折

図３：蹄の側方からのレントゲン写真
　　　タイプⅠの蹄骨骨折

骨膜炎・骨瘤

骨膜炎は、骨膜や骨質の表面が損傷したり、剥離した
りすることで発生する骨膜の炎症で、通常の炎症反応と同
様の症状を示しますが、骨膜には血管や神経の分布が多
いため熱感や疼痛の反応は強く現れる傾向があります。ま
た、骨膜には骨の成長（幅育）や再生のために骨質を増生
する機能があるので、骨膜炎の部位では骨質やカルシウム
が過剰に付加されて、骨の表面が限局的に隆起することが
しばしばあります。このような病変が骨瘤（骨膜性骨増生）
で、特に関節の周囲に形成されるものを骨棘と呼ぶこともあ
ります。骨膜炎や骨瘤の発生要因としては、①外傷、②骨
膜付着組織からの持続的な刺激（筋腱付着部症）、③関節
軟骨への過剰な圧迫の反復、④長期にわたる強い圧迫によ

る局所的な骨代謝異常の４つが考えられています。蹄骨など
の下肢部に位置する骨では、関節を強く固定する必要性か
ら、腱、靱帯、関節包などが反復して過剰に牽引されるので、
それらが付着している部位に骨膜炎や骨瘤が発生しやすい
傾向にあります（②の要因）。また、腱や靱帯などの末端部
が損傷して石灰が沈着し、最終的に骨膜炎や骨瘤と融合す
ることもあります。一般的な骨膜炎の症状は、発生初期は
軽度の腫脹、触診による熱感、軽度から中等度の跛行など
が見られますが、関節周辺の骨膜炎では、関節包が広範囲
に石灰化（骨化）し、隣接する骨同士の関節が骨性に癒着
することもあります。

図４：蹄の側方からのレントゲン写真
　　　蹄骨伸筋突起と冠骨遠位部前面の骨瘤

蹄骨の変形

①リッピングと骨増生
深屈腱（支持靱帯）の短縮により趾軸が極端な前方破折

を示している熊脚肢勢はクラブフットとも言われます（ＢＴＣ

図５：蹄の側方からのレントゲン写真
　　　クラブフットで見られる蹄骨変形
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ニュース120号、６ページ）。クラブフットでは、短縮した深
屈腱によって蹄骨は強い力で後上方に牽引されるので、蹄
骨背面の傾斜は蹄壁背面とほぼ平行を保った状態で極端に
高くなります。その結果、蹄骨には、その背壁を蹄壁内面
から引き離すような強い力が加わるため、蹄骨先端がスキー
の先端状（ski-tip）に変形するリッピングと呼ばれる異常が
発生します。さらに蹄骨背壁の中央付近には軽度に膨隆し
た骨増生部（modeling）も出現します。このような蹄骨の変
形は、蹄壁真皮の異常である蹄葉炎でも、慢性期の蹄骨に
見られる病変です。

②蹄骨縁の円形骨融解
蹄骨と蹄鞘の間に角質組織が腫瘤を形成する角壁腫や蹄

壁が剥離する蟻洞で、その深部の蹄真皮に損傷や炎症が発
生すると、それらの異常に反応して蹄骨が融解し、蹄骨辺
縁の一部に欠損が発生することがあります。一般的に、角
壁腫では蹄の上方からのレントゲン写真（スカイビュー）を
見ると、欠損部の境界が円滑・明瞭に見えることが多いよう
です。

図６：蹄の上方からのレントゲン写真
　　　角壁腫による蹄骨の先端部の融解像

おわりに

常に馬の体を支えている蹄は、硬い蹄鞘に囲まれ、さら
に蹄機作用などで力学的ストレスを緩和していますが、蹄骨
などに傷害が発生することも少なくありません。このことをよ
く理解し、毎日の管理の中で異常を感じたら、速やかに認
定装蹄師や獣医師に相談することが大切です。

日本装削蹄協会　令和８年度装蹄師認定講習会受講生募集

公社）日本装削蹄協会では、装蹄師の養成講習会を全寮制で実施しております。
令和８年度の受講生を以下の要領で募集いたします。

募集人数：２０人
受講資格：令和８年４月１日時点で満１８歳以上の者
講習期間：令和８年４月７日（火）から令和９年２月１９日（金）まで
講習場所：装蹄教育センター（栃木県宇都宮市）
入講試験：
試験日と会場
　第１回　①一般教養試験：令和７年８月２日（土）／外部試験施行業者のテストセンター
　　　　　②面接、体力測定：令和７年９月６日（土）７日（日）／装蹄教育センター（宇都宮市）
　第２回　第１回試験で定員に達しない場合に実施します。

オープンキャンパス
装蹄教育センターでの実習風景など講習会の様子を見学
できます。
※ 入講試験およびオープンキャンパスの詳細については
装蹄教育センターまで直接お問い合わせください。

オープンキャンパスのお申込みはこちらのフォームから
申し込みいただけます。

〒320-0851　栃木県宇都宮市鶴田町1829-2
公益社団法人日本装削蹄協会　装蹄教育センター
TEL：028-648-0007
E-mail：jfa_education_center@farriers.or.jp
ホームページ：https://farriers.or.jp/



6 ニュース 2025 年（3）　No.140 号

はじめに

今回は、生産現場の放牧地管理に「スマート農業」を取り
入れることを目指した研究について紹介します。「スマート農
業」とは人工知能（AI）やドローンなど最先端の技術を導入
し、省力化した農業運営のことです。「スマート農業」は既
に様 な々分野の農業に導入されています。例えば稲作では、
ドローンにより撮影した水田の画像を科学的に解析すること
で、稲の生育状況を判定し収穫時期を決めることができる
ようになっています。これは一例ですが、様 な々農業分野で

「スマート農業」導入により、従来に比べ省力化しつつより
高品質の農作物の収穫が可能となり高く評価されています。

放牧地の管理について

サラブレッド生産において放牧は発育や健康にとって有
益であり、そのフィールドである放牧地の管理が重要である
ことは間違いありません。しかし、放牧地管理にどの程度
注力すべきなのかは、非常に悩ましい問題であると感じてい
ます。

栄養価の高い牧草を生育させるためには、不足する養分
を補うために堆肥や化学肥料の散布が必要となります。し
かし、近年の物価高騰も加わり、広い放牧地に化成肥料を
撒くには経費がかかります。施肥には経費以外に労力も必
要となりますが、働き手不足が深刻な状況の中で十分な労
力を割くことが難しい場合もあります。

また、放牧地は長年利用すると様々な種類の草種が入り
込み雑草やマメ科牧草が増えていきます。これらの草は除
草剤散布や掃除刈りによって勢力を減らすことができます
が、その作業にも経費や労力は必要となってきます。これら
の放牧地管理が短期間で目に見えて馬の健康や発育に影響
を及ぼすものではないかもしれませんが、長い目で見たとき
に「強い馬づくり」には欠かすことのできない作業であると
考えています。そのため今後は、経費を節約し省力化した

放牧地管理技術を模索していく必要があると考えています。

放牧地内の採食領域および非採食領域の形成

話題が少し変わりますが、馬が放牧されることで放牧地
にどのような影響があるのでしょうか？蹄の数が少ないほど
地面の蹄圧は大きくなり、蹄が２本の牛などに比べて、蹄
が１本の馬による放牧地の損傷は激しくなるとされています。
また、舌を使って放牧草を巻き取るように採食する牛や羊と
異なり、馬は放牧草を門歯で噛み千切ります。この採食方
法により、牧草を地面に近い位置まで噛み切るため、牧草
の再生力が奪われる可能性が高くなるとされています。馬
はさらに気に入った領域を集中的に採食することから、“ ス
ポット・グレーザー（定点の採食者）”とも呼ばれます。一方
で排泄糞などによりその臭気が付着した牧草は食べないな
どの習性があり、ほとんど採食されない領域（不食過繁地）
を形成することも知られています。このように馬は放牧地内
で再生しにくい採食領域と、牧草が伸び放題の非採食領域
を形成することから、海外では牛など他の家畜と比較して 
“ 放牧地の壊し屋 ”として評判が悪いようです。馬が放牧地
のどこを採食領域として選ぶかは、行動学的に示されていま
すが、複合的であり単純でないことが分かります。

放牧地にほとんど採食しない領域があるにかかわらず全
体に肥料を散布することは効率的ではなく、採食領域を重
点的に施肥することで経費が節約され、作業も省力化され
ることが期待できます。また、雑草やマメ科牧草の繁茂領
域にも偏りがあり、その領域を重点に除草剤散布や掃除刈
りを実施する方が効率的です。

放牧地内の採食領域の把握

現在、北海道大学・帯広畜産大学と共同で放牧地内の採
食領域や異なる草種の分布を可視化する技術開発について
取り組んでいますので、その概要について紹介いたします。

やさしい育成技術3

馬の放牧地管理に「スマート農業」を導入する試み
日本中央競馬会　日高育成牧場　首席調査役（研究担当）　　松井　朗



7　やさしい育成技術

GPS で放牧地における馬の運動量を調べたことがある方
もいらっしゃるかもしれませんが、GPS では運動量以外に
放牧地内のどこにどの時間帯に滞在しているのかを知ること
もできます。また、馬に３軸加速度計を装着し XYZ 軸にお
ける加速度の波形から、馬の行動が判別できるとされてい
ます（図１）。

図１　３軸加速度計の各軸の波形により行動を判定

こうして GPS と加速度計を同時に装着することで、放牧
地内の馬が重点的に採食している領域を知ることができま
す。図２は放牧地内で採食している領域を可視化したもので
あり、採食していた地点は赤くブロットされています。色が
濃い点ほどより長時間そこで採食していたことを示していま
す。図中の黒色の点線で囲った領域が採食に多く利用され
ており、緑色の点線で囲った領域はあまり利用されていない
ことが分かります。このように採食領域を可視化することで、
重点的に施肥すべき領域を知ることができると考えられてい
ます。

図２　放牧地の採食領域の可視化（神谷（帯畜大）ら 2024)

放牧地内にある様々な草種の分布を視覚化

少し物理の話になってしまいますが、太陽や照明の光は
様々な波長の光線が重なっており、可視光線はその波長に
よって色（緑、青、赤など）が異なります。通常のカメラは
被写体から反射される可視光線を集めて視覚と同様の画像
を取り込みますが、マルチスペクトルカメラというのは複数
個のレンズがあり、それぞれのレンズが特定範囲の波長の
光線（特定の色）を画像として取り込む仕様になっています。
牧草に太陽光が当たると可視光線が反射されますが、草種
によって光線が反射される量が異なります。この原理を利用
し、マルチスペクトルカメラを搭載したドローン（図３）で放
牧地全体を撮影し、その画像を人工知能 (AI) により解析す
ることで、放牧地にマメ科牧草や雑草がどれくらいの割合で
どこに分布しているのかを可視化することができます。図４
は日高育成牧場の放牧地のイネ科牧草、マメ科牧草、雑草
の分布を示した結果です。この結果からは、黒色の点線で
囲んだマメ科牧草および雑草が多い領域を重点的に除草剤
散布や掃除刈りを実施することが効率的です。

図３　マルチスペクトルカメラ搭載ドローン

図４　放牧地のイネ科牧草・マメ科牧草・雑草の分布図
 （神谷（帯畜大）ら 2024)

おわりに

今回紹介したのは予備試験の成績であり、現場で利用可
能な実用的な技術としていくには、今後も研究を積み重ねて
いく必要があると考えています。
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はじめに

前号では今後の消化管内寄生虫対策を考える際に必要な
基礎知識として、海外で公表されているＡＡＥＰガイドライ
ンの１、２、10章を解説しました。本稿では、その基礎知
識を踏まえた上で、現場における方針について記述された
８、９章を解説いたします。８章では駆虫薬以外の対策方
法について、９章では馬の年齢ごと、また寄生虫ごとのポイ
ントについて解説しています。

ＡＡＥＰガイドラインの項目
１．寄生虫対策の最終目的
２．はじめに
３．寄生虫の診断方法とその精度
４．駆虫薬の効果判定
５．駆虫薬耐性の状況
６．円虫の虫卵再出現期間
７．幼虫の駆虫
８．寄生虫対策の方法
９．推奨される寄生虫対策プログラム
１０．実践すべき６つの変更点

８章．寄生虫対策の方法

８章では、駆虫薬以外の寄生虫対策方法として以下の４
項目について解説しています。順に要点を解説いたします。

８．１．馬糞の除去
８．２．放牧地の対策
８．３．コンビネーション駆虫
８．４．代替療法

消化管内寄生虫は馬糞とともに虫卵を環境中に排出し、
環境中で孵化した幼虫を馬が経口摂取することで寄生しま

す。このような循環を寄生虫の「生活環」と呼びます（下
図）。寄生虫を防ぐためにはこの生活環のどこかを遮断すれ
ば良いのです。

図．小円虫の生活環（L １～３：１～３期幼虫）

「馬糞の除去」は文字通り放牧地のボロを拾いましょうと
いうことが述べられています。放牧地のボロを拾うことで、
放牧地における寄生虫卵の孵化を防ぎ、生活環を絶つこと
ができます。円虫卵が孵化するまでの時間は気温に影響を
受け、６-10℃では12-14日、10-20℃では２-７日、20-30℃で
は１-２日、31-38℃では1日以内に孵化し、４℃以下では虫
卵は孵化しません（Nielsen, 2007）。これらを参考に放牧地
のボロ拾いの頻度をご検討ください。

「放牧地の対策」では、適切な堆肥づくりの重要性、休牧
や混合放牧などについて解説されています。前号でも触れま
したが寄生虫は暑熱や寒冷な環境で死滅します。例えば、
円虫の幼虫は40℃１週間で死滅します。適切につくられた堆
肥では発酵熱が50-70℃に達するため虫卵は死滅します。逆
に、十分な発酵が行われないと、寄生虫の汚染を放牧地に
広げることになりますので適切な堆肥管理が重要です。ま
た、寄生虫の生活環には馬の存在が必要ですので、休牧（放
牧地を一定期間休ませる）や採草地への転用によってその

調査研究4

日本中央競馬会　馬事部主任調査役　　村瀬　晴崇

消化管内寄生虫に対するAAEPガイドラインの要点解説②
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放牧地から馬を断つことが有効です。しかし、残念ながら
どの程度休牧すればよいのか科学的根拠はないので、強く
推奨しづらいところです。また、我が国の競走馬飼育では
一般的ではありませんが、馬の寄生虫は反芻動物には寄生
しないため、牛や羊などの反芻動物との混合飼育も有効で
す。
「コンビネーション駆虫」はローテーション駆虫とは異なり

ます。ローテーション駆虫とは、２種類以上の駆虫薬を順
番に（ローテーションで）使うことでそれぞれの駆虫薬の耐
性化を防ぐと考えられており、以前から実践されてきました
が、すでに耐性化が進んだ今日において盲目的なローテー
ション投与ではその効果は期待できず、本ガイドラインで明
確に否定されています。

一方、このコンビネーション駆虫は特定の寄生虫に有効な
駆虫薬を２剤同時に投与することで、それぞれに対する耐
性化を防ぐというコンセプトであり、反芻動物において有効
性が確認されている新しい方法です。しかし、残念ながら
馬用の駆虫薬においては過去40年間新薬が開発されておら
ず、現状では馬寄生虫に有効な組み合わせは確認できてい
ません。また、反芻動物用の駆虫薬を安易に馬に適用外使
用することは不適切であり、このコンビネーション駆虫は現
時点では推奨されていません。
「代替療法」とは、従来の駆虫剤ではなくオーガニックや

ハーブなどの代替物質を投与する治療法を指します。しか
し、これらはＦＤＡ（米国食品医薬品局）が有効性を認め
る薬品ではなく、有効性が検証されていません。反芻動物
向けの製品を検証した研究では有効性がほとんど（もしく
はまったく）ないことが示されています。ＦＤＡに認定された

「薬品」であれば標示記載事項について一定のルールがあり
ますが、この代替物質は「薬品」でないために制限を受け
ません。ガイドラインは、これら馬向けの代替療法製品を
否定してはいないものの、メーカーが自由に記載できる公告
文を鵜吞みにしないように注意を促しています。

９．推奨される駆虫プログラム

９章では、駆虫薬投与プログラムについての考え方を解
説しています。改めての確認になりますが、１章で述べられ
ている通り、寄生虫制御の目的は小円虫の完全な駆虫では
なく、「群全体の虫卵排出量を減らすことで、寄生虫の感染
圧を下げ、寄生虫症リスクを低減すること」です。小円虫の
制御においては、幼虫の感染が活発になる時期を考慮して

駆虫します。駆虫の目的は馬の体内の寄生虫を死滅させる
ことだけではなく、虫卵排出による放牧地の汚染を防ぐとい
う目的も意識しなくてはいけません。厳冬期や暑熱期には
外界の虫卵は死滅するため、感染が活発になる時期を狙っ
て駆虫を行うことが推奨されるのです。

駆虫プログラムは２段構えで考えます。１段目のベースラ
インとなる駆虫は、全ての馬に対して小円虫以外の大円虫、
回虫、条虫をターゲットに実施します。これに２段目の追加
駆虫として、虫卵検査に基づいて小円虫の虫卵排出量が多
い（環境を汚染する）馬を対象に駆虫します。この原則を念
頭に、具体的なステージごと、また寄生虫ごとのポイントを
押さえていきましょう。

９．１．成馬（５～15歳）のポイント
９．２．高齢馬（15歳以上）のポイント
９．３．若馬（０～４歳）のポイント
９．４．寄生虫ごとの駆虫ポイント
９．５．円虫類
９．６．回虫類
９．７．条虫類
９．８．蟯虫類
９．９．馬バエ幼虫

９．１．成馬は円虫と条虫を主な対象とし、年１回は虫卵
数減少試験によって駆虫薬の有効性を確認します（ガイドラ
イン４章にて詳述）。ベースラインとして年１～２回マクロライ
ド系駆虫薬（イベルメクチンやモキシデクチンなど）を投与し
ます。マクロライド系は条虫に効かないため、放牧飼育下の
馬に対してはプラジカンテル（国内製品としてはイベルメクチ
ンとの合剤しか流通していない）も投与します。追加駆虫と
して円虫卵高排出馬に１～２回追加駆虫します。

９．２．高齢馬は基本的に成馬と同様ですが、高排出馬
となりやすいため、糞便検査で虫卵数をモニタリングするこ
とが推奨されます。

９．３．４歳未満の若馬については、虫卵検査に基づい
た選択的駆虫（ターゲット駆虫）は推奨されません。しかし、
これは虫卵検査が不要ということではありません。虫卵検
査は、回虫の存在を確認するためや、駆虫薬の効果を評価
するために非常に重要です。当歳では、まず回虫を対象に
２回駆虫します（２～３ヵ月齢、５ヵ月齢）。５ヵ月齢以降に
なると回虫は自然に減少するため、対象を円虫に切り替えて
虫卵検査、駆虫を行います。また、放牧飼育下では条虫の
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駆虫も行います。１歳馬は高排出馬と考えて、円虫を対象
に春、感染シーズン中期、秋の年３回駆虫した上で地域（感
染シーズンの長さ）に応じて１～２回の追加駆虫を検討しま
す。また、秋以降にはプラジカンテルを投与します。２～３
歳になると徐々に虫卵排出は低下していくものの、大量の排
出を継続する馬もいるため、そのような馬には年３～４回の
駆虫を継続します。

筆者補足：ガイドラインでは条虫対策として秋～冬にプラ
ジカンテルを1回投与することが推奨されていますが、日高
地方では1回投与では効かない（葉状条虫による疝痛を発症
した）経験をもつ獣医師もおり、地域によるのでしょうが、
２回もしくはそれ以上の投与が必要かもしれません。

９．４．寄生虫ごとに考慮すべき点

９．５～９では各寄生虫の注意点を記しています。
９．５．円虫類に対してはベンズイミダゾール系（フェンベ

ンダゾール、フルベンダゾールなど）、ピランテル（国内製品
は販売が終了）ともに効かない（耐性である）ことを前提と
し、基本的にマクロライド系が唯一の選択肢となります（そ
れについても有効性のモニタリングは必要です）。

９．６．回虫類は、基本的にマクロライド系は効かないと
考え、ベンズイミダゾール系もしくはピランテルを用います。
有効性のモニタリングが推奨されます。

９．７．葉状条虫はプラジカンテルもしくはピランテル（線
虫に対する用量の２倍量）を投与します。ダニを媒介して感
染するため、冬には新規感染はなくなるので晩秋に駆虫す
ることが推奨されます。（９．８．蟯虫類、９．９．馬バエ幼
虫については省略します）

さいごに

近年、「イベルメクチンが効かなくなっている」「盲目的な
駆虫は避けるべき」と言われ、どうしたら良いか分からず
困っている牧場が多いのではないでしょうか。今回は、その
ような悩みにお答えするため、具体的な方針について解説い
たしました。ＡＡＥＰのガイドラインは寄生虫制御の基本的
事項であり、どの国・地域にも当てはまるように書かれてい
ますが、実践する際には地域気候に応じて適応させる必要
があります。

では、日本ではどのような点に気を付けたらよいのでしょ
うか？これを考えるためには、日本の飼育現場における寄生
虫の状況を把握しなければなりません。しかし、残念なが
らこれまでそのような実態調査は行われていませんでした。
このような背景から、我々は日高地方における実情を把握す
るため調査に取り組みましたので、次号以降ではその内容
について報告させていただきます。

若馬（～４歳） 成馬（５～15歳）および高齢馬（15歳以上）

主な対象となる寄生虫 回虫、円虫、条虫 円虫、条虫

ベースライン駆虫 ５ヵ月齢までに回虫を念頭にベンズイミダゾール系
を２回投与。
６～９ヵ月齢で円虫を対象にマクロライド系駆虫薬
を投与。条虫がいる地域では合わせてプラジカン
テルを投与。虫卵検査で回虫卵が検出された馬に
は、ベンズイミダゾール系駆虫薬を追加投与。
１歳は円虫を対象に感染が活発な時期に駆虫。秋
以降にプラジカンテルを投与。
２～３歳は年３～４回駆虫。秋以降にプラジカンテ
ルを投与。

年１～２回マクロライド系を投与。
放牧飼育下では年１回プラジカンテルを投与し、虫
卵検査陽性の場合のみ追加の駆虫を検討。

追加駆虫 円虫卵の高排出馬（＞500ＥＰＧ）に対して年１～２
回駆虫。
高齢馬は排出数が増えやすいため、虫卵検査でモ
ニタリング。

虫卵検査 回虫の減少と、それに続く円虫の増加を把握する
ため、５～６ヵ月齢以降に行うことが推奨される。

駆虫薬の有効性評価
（虫卵数減少試験）

円虫、回虫に対する有効性を毎年評価
回虫に対する最適月齢は４～６ヵ月齢

年１回以上

表．年齢ステージごとの駆虫プログラム（ＡＡＥＰガイドラインを元に筆者が作成）

調査研究
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研修生のページ5

ＢＴＣ育成調教技術者養成研修第42期生の修了式が４月
18日（金）に行われ、21名の新たなホースマンが巣立ちまし
た。

修了式前に行われた卒業査閲では、就労先の牧場関係者
やご家族が見守る中、走路での単走騎乗や２頭併走を行い、
１年間で培った騎乗技術を披露する事ができました。また、
４月15日（火）に行われたＪＲＡ日高育成牧場での育成馬展
示会では、セール出発前の馬の状態を見ていただく立馬展示
だけでなく、時速50km 程度で走行する騎乗供覧にも騎乗し、
多くの経験を積んで修了式を迎える事が出来ました。修了式
を迎えるにあたって3名の研修生にこの1年を振り返ってもら
いました。

修了式 集合写真

「修了式を迎えて」� 木原　瑞季

馬とともに暮らしていきたい、という夢を持って入講してき
たあの日から約1年。“ あっという間に過ぎていった日々だっ
た ”と感じています。

研修が始まってからの１ヵ月は、新しいことだらけで、大
変だったのをよく覚えています。特に厩舎作業に関しては、
自分の動きが遅く、周りに迷惑をかけてしまった事が多くあり
ました。ただ、そんな自分を変えたいと思い、寮での食事の
時間に仲間と相談し合って、少しずつ改善できた事は良い経
験になりました。

そうやって壁にぶつかりながらも、研修に慣れていった矢
先に待ち構えていた苦難は騎乗訓練でした。体が固まって、
腕の力が強くなってしまい、馬の動きに同調することが出来
ませんでした。どうしたらもっとコントロール出来るのか、涙

を流しながら教官方に相談した事もありました。今も尚続い
ている課題点の１つですが、これからの牧場での騎乗を経て、
もっと改善していきたいと思っています。

研修の後半にはＪＲＡ実習が始まりました。馴致に関して
は特にドライビングが難しかった事が印象的で、イメージト
レーニングを重ねても、実践すると全く上手くいかず、そこに
は騎乗と同様の難しさがあると感じました。

 馴致の次に行われたのが騎乗実習でしたが、ここでもＢ
ＴＣの研修馬と育成馬とのギャップに苦戦しました。精神的
に落ち着いていて、雑な操作をしてしまっても我慢してくれる
研修馬。雑な操作をすれば嫌がる素振りを見せる育成馬。改
めて自分はＢＴＣの馬たちに助けられていたことを実感しまし
たし、教官方や職員の方からのアドバイスもあり、小さいな
がらも1歩ずつ、確実に進歩していけたと感じています。

これからは研修生それぞれの牧場に就職します。仲間達を
応援していくと同時に、自分も負けていられない、という気
持ちでこれからのホースマン人生を歩んでいきたいです。

左から木原さん、畠山さん

「修了式を迎えて」� 鳥井　涼香

ＢＴＣ研修生としての１年間が終わりを迎えようとしていま
す。「やっと終わった」と思う反面、これから理想のホースマ
ンを目指して１歩踏み出せることに嬉しさを感じています。そ
して、そう思えていることにほっとしている自分がいます。

私はこの１年間でたくさん泣きました。研修前期は、思うよ

BTC育成調教技術者養成研修 第41期修了式を迎えて
　公益財団法人　軽種馬育成調教センター　教育課　　立林 健介
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うに乗れない自分への悔しさで泣くことが多くありました。し
かし、ある時から、悔しさではなく怖さによる涙に変わり、
上手くいかないことばかりに目が向き、どんどん自信を失って、
消極的になっていきました。そんな気持ちで乗り続けていた
ら、馬に乗ることが怖くなり、このまま乗れなくなってしまう
のではないかと不安でいっぱいでした。そんな時支えになっ
たのは、常に熱く、真剣に指導してくださる教官方の存在と、
そして何よりも馬が私を支えてくれました。

私が馬と接する上で大切にしているのは、「会話」をするこ
とです。普段は穏やかな動物とはいえ、力では敵いません。
だからこそ、声を掛けるだけではなく、馬の動きや表情から
気持ちを感じ取り、信頼関係を築くことが欠かせません。初
心に立ち返って「会話」を重ねるうちに、馬との間に安心感
が生まれ、それが心地よく感じられるようになりました。この
感覚を騎乗でも再現できたら何か変わるかもと「会話」をさ
らに大事にしました。すると、次第に恐怖心が和らぎ、純粋
に乗ることを楽しめるようになり、自分らしさを取り戻せまし
た。馬の存在が、再び前を向く力をくれ、私を支えてくれた
のです。

私は研修以前から、大学サークルや牧場勤務などで馬と
携わっており、これまでも馬に支えられたと感じる出来事が
いくつかありましたが、今回も馬が支えてくれました。私にとっ
て馬は大事な存在です。そんな馬の魅力を「競馬」を通して
多くの人に伝えられるようなホースマンを目指したいです。こ
の先も、思うように行かないことがたくさんあると思いますが、
この研修で得た経験を強みに、そして、馬が支えてくれると
信じて歩み続けたいです。

「修了式を迎えて」� 畠山　創

ＢＴＣ研修での一年間は、楽しいことや辛いことが毎日の
ように続き、とても充実して成長を感じることができた一年
間でした。

入講当初は馬との接し方や厩舎作業を一から学び、騎乗
訓練も軽速歩からのスタートでした。慣れない環境で毎日体
を動かすことはとても疲労が溜まり、部屋に戻るとすぐに寝
ていたことは今でも覚えています。また、体の硬さが理由で
姿勢の悪さを何度も指摘されましたが、特に腰やお尻周りの
硬さから、理想とする姿勢の確立に苦戦しました。その影
響もあって、同じ馬から連日落ちてしまったこともありました。
なんとかこの硬さを治すために、仲の良い研修生と毎日スト
レッチをして「痛い！」「きつい！」と叫びながら体をほぐしま
した。結果がすぐに表れないのがストレッチの辛いところで
したが、今では良い思い出です。

秋からはＪＲＡ実習が始まり、育成馬にも乗るようになりま
した。ＢＴＣの教育用馬では感じられない突発的な動きや繊
細さを感じるとともに、日を追うごとに強くたくましくなってい
く育成馬と一緒に自分の成長も感じることができました。た
だ、失敗もたくさん経験し、ＪＲＡ職員の方々に迷惑をかけ
たこともありました。それでも馬が好きで、うまくなりたいと
いう強い気持ちを持って騎乗することで徐々に馬を感じなが
ら乗ることができ、改めて馬に乗る楽しさを実感しています。
また、せっかくだからと実家の生産馬に騎乗する機会を頂い
たことも貴重な経験になりました。

この一年間はとても濃く、本当にあっという間でした。適
切なアドバイスと熱心な指導をしてくださった教官方、苦楽を
共にし、励まし合いながら成長してきた同期には、感謝の気
持ちでいっぱいです。

これからはＢＴＣ研修で得た知識や経験、技術をもとに向
上心を持ち続け、自分の限界を決めずに馬と向き合いたいと
思います。多くの人から信頼されるホースマンを目指して、日々
精進してまいります。

第42期 研修生の皆さん（名前と出身地）

氏　名 出身地

木
きのした

下さん 広島県

木
き は ら

原さん 北海道

久
く ぼ

保さん 北海道

熊
くまがい

谷さん 宮城県

小
こ じ ま

島さん 埼玉県

小
こ だ ま

玉さん 島根県

小
こばやし

林さん 福井県

氏　名 出身地

佐
さ さ き

々木さん 大阪府

鹿
しかない

内さん 北海道

高
たかやま

山さん 千葉県

寺
てらさき

﨑さん 佐賀県

刀
と ね

禰さん 大阪府

豊
とよさだ

貞さん 愛媛県

鳥
と り い

井さん 埼玉県

氏　名 出身地

畠
はたけやま

山さん 北海道

濵
はまさき

﨑さん 熊本県

林
やはし

さん 兵庫県

藤
ふじわら

原さん 神奈川県

松
ま つ い

井さん 愛知県

森
もり

さん 千葉県

安
や す た

田さん 青森県

左から熊谷さん（場長賞）、高山さん（騎乗技術最優秀賞）、木原さん（騎
乗技術最優秀賞・理事長賞）、畠山さん（厩舎作業最優秀賞）、鳥井さん（学
科最優秀賞）
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BTC育成調教技術者養成研修 第43期 開講式が開催されました！

4月22日（火）、BTC 育成調教技術者養成研修・第43期生の開講式が行われ、全国から集まった研修生たちが、高い志
を胸に新たな挑戦へと力強く一歩を踏み出しました。夢に向かって走り出した彼らの熱い意気込みを取材しました。

　公益財団法人　軽種馬育成調教センター　教育課　　立林 健介

4３期生の皆さん　（18歳～25歳）
氏　名 年齢 出身地 研修に向けて一言

青木さん 24 福島県 努力を怠らず、1日1日を全力で活動していきます
安部さん 19 東京都 1年間、気を引き締めて頑張ります
井上さん 22 東京都 1日1日を無駄にせず、最後まで頑張ります
内田さん 18 静岡県 嫌なことがあっても顔に出さない
内野さん 18 埼玉県 仕事をする上ではどんな馬にも乗れないといけないので、どの馬でも乗れるようになりたいです
大田さん 18 大阪府 1年でたくさんのことを学び、人間としても成長したいです
小川さん 25 東京都 1年間怪我無く色んな事を吸収出来るように頑張ります
岸さん 24 埼玉県 馬に対して真摯になり、信頼される人になれるように頑張っていきたいです

久保さん 18 大阪府 分からないことはすぐに質問してせいちょうしていきたいと思います
栗原さん 19 群馬県 周りの方の支えに感謝しつつ同期の仲間と頑張ります
小堀さん 22 青森県 スポンジのように吸収して勉学に励みます
桜井さん 25 愛知県 初心者ではありますが色んなことを学び挑戦して行き、やるからにはトップを目指してきたいです
白井さん 18 千葉県 たくさん失敗して、たくさん質問して多くの事を吸収したいです
杉浦さん 18 千葉県 僕を応援してくれた人達に対しての、恩返しをする気持ちで、精一杯頑張ります
田作さん 23 福井県 どんなことでも責任感を強くもって取り組んでいきます
辻󠄀さん 18 岡山県 体力や筋肉をつける。1日1日を大切にして常に考える

永井さん 19 静岡県 普段の訓練だけでなく、自分も考えて勉強やトレーニングをしていきたい
長渡さん 18 東京都 「笑顔」をモットーに頑張ります
浪川さん 23 東京都 とりあえずこの1年を乗り切るために、何事も諦めないようにします
沼田さん 18 東京都 仲間と高めあっていく1年にしたいです
播磨さん 22 愛知県 将来、世界でも活躍できる調教師を目指して、自分に厳しく、様 な々事に挑戦していきます。

三谷山さん 23 東京都 貴重な1年間を全力で学び、過ごして行きたいです
藪󠄂見さん 21 大阪府 色んな表彰を獲れるように頑張ります
若林さん 18 神奈川県 何事にも物怖じせず、自分らしさを全開にして1年間頑張ります
渡邉さん 25 宮崎県 メリハリをもってがんばりたいと思います
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本稿からは、私が研修したイギリスとアイルランドの牧場で、
実際に体験した現地の育成方法についてご紹介いたします。

世界の大オーナーブリーダー「ジャドモントファーム」

ジャドモントファームは、英・愛・米に拠点を持つ中東資
本のグループ牧場です。これまでに数々の名馬を輩出してお
り、史上最強馬との呼び声も高いフランケルをはじめ、凱
旋門賞２連覇の名牝エネイブルや昨年の凱旋門賞を制した
ブルーストッキングなどの名牝、古くは日本にも種牡馬とし
て輸入されたダンシングブレーヴなど、活躍馬を挙げればキ
リがありません。ライトグリーンにピンクの襷の勝負服は日
本でもお馴染みで、凱旋門賞でディープインパクトを負かし
たレイルリンクや、ナカヤマフェスタが２着したレースを勝っ
たワークフォースもジャドモントの馬でした。

ジャドモントグループの欧州部門は、イギリス・ニューマー
ケットにある本場のバンステッドマナースタッドを中心に英・
愛両国に複数の拠点が存在し、それぞれのステージごとに
馬が各牧場に移動していきます。例えば、分娩はニューマー
ケットにある分娩用の牧場で、離乳はイギリス国内にある別
の牧場で、離乳後の当歳馬はアイルランドの牧場で放牧管
理されるなど、分業で管理が行われていました。このシステ
ムの背景には、豊富な資金と施設を有する大オーナーグルー
プということもあるのですが、拠点のある両国の違いも関係
しています。イギリスと比較してアイルランドは、非常に牧草
生育に適した土壌であると言えます。ライムストーン（石灰
岩）が多い土壌は、豊富なミネラルが含まれており、馬を育
てるには理想的な環境です。子馬は離乳から後期育成まで
を放牧管理に最適なアイルランドの牧場で育成され、その後、
英・愛両国やフランスの調教師の厩舎に移動していきます。

ジャドモントのブレーキングについて

ここからは、主に後期育成の話に移ります。後期育成を

行うフェランズ・スタッドは、アイルランド中央部のキルデア
というところにあります。愛ダービーなどが行われるカラ競
馬場から車で40分ほどの立地で、ジャドモントの１歳馬達
は、生産馬かセリでの購買馬かにかかわらず全てがここで
ブレーキングを行います。

１歳４月にほとんどの馬がフェランズ・スタッドに移動した
後は24時間放牧が行われ、豊富な牧草と十分な広さのある
放牧地で成長が促されます。この間は基本的に手入れなど
も行われないため、あまり手をかけられていないはずです
が、どの馬も非常に大人しかったのが印象的でした。集放
牧には写真のような紐を使い、一人が両手で２頭を引いて
いましたが、チフニーなどのハミを使わなくても馬に引きず
られるような危ない場面はほとんどありませんでした。

短い麻紐１本で集放牧できるほど大人しい１歳馬

馬が大人しい理由について現地のマネージャーに伺ったと
ころ、「環境を変えないことが、馬の落ち着きにつながる」
ということでした。毎日同じ放牧地、同じ馬群で管理される
ことで、馬が精神的に落ち着いてくるとのことでした。この
ように、毎日変わらない「ルーティーンワーク」を繰り返すこ
との重要性については、他の稿でもお話ししますが、私が
研修した他の牧場でも共通認識だったように感じました。

１歳の９月から全馬夜間のみの放牧に移行し、一斉にブ
レーキングがスタートします。フェランズ・スタッドでの騎乗

海外最新情報6

日本中央競馬会　日高育成牧場　調査役　　竹部　直矢

イギリスとアイルランドの育成について（その①）
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前までのブレーキングのスケジュールは以下の表の通りで、
約６週間ほどで騎乗調教ができるまでになります。しかし、
そこに至るまでの過程は牡と牝でそれぞれ異なる手法をとっ
ています。

ジャドモント・牡 ジャドモント・牝 （※参考：JRA
日高育成牧場）

ランジング 1日目

1日目

1日目
ローラー

5日目
3日目

サイドレーン 5日目
ダブルレーン 8日目 6日目
ドライビング 9日目 3日目 9日目

ブレーキング工程表

なお、JRA 日高育成牧場では牡牝とも表のような工程となっ
ており、ジャドモントの牡と似たスケジュールで行っています。

牡・牝で異なるアプローチのブレーキング手法

牡では、まずランジングから始めます。棒銜の中央にスト
ラップがついたものを使用し、無口頭絡の上から頭絡を装
着します。初めのうちはレーンを鼻革に装着し、口に直接作
用しないようにしています。日高育成牧場ではキャブソンを
使用しますが、同じ考え方です。

左：ブレーキング時に使用する中央にストラップの付いた棒銜
右：レーンは、初めは銜環に通さず、鼻革に通して使用する

ランジングは、二人一組でレーン１本を用いて四角い覆馬
場内で行います。ポイントは小さい円でゆっくりしたペース
で行うことで、あくまで落ち着いたメンタルで、馬が人の指
示を理解し受け入れることを重要視しています。むやみに強
く追ったり、走らせたりはしません。

ブレーキング開始５日目にはローラー（胴締め）を装着し
ます。胸部の締め付けでかぶる反応をする馬もいますが、
できるだけ小さな扶助で合図を送り、強すぎる扶助で馬が

パニックにならないように注意します。このように、馬に無用
な精神的トラウマを植え付けないようにすることが全工程を
通して一貫されていました。しかし、中には激しく抵抗した
り、かぶった際に人に向かってくる馬もおり、危険なシーン
も何度か見られました。

ローラー装着でかぶった際も、落ち着いて前にでることを納得
させます。

牡は特に気性も力も強いため、段階を踏んで少しずつ馬
の理解や許容を積み上げていく「積み上げ式」でブレーキン
グを進めていました。

一方、牝では全く異なる手順でブレーキングが行われま
す。ブレーキング初日に、レーンを２本用いたダブルレーン、
ローラー、そしてサイドレーンまですべて同時に装着します。
牡で行う１週間分くらいのタスクを、初日に全て詰め込みク
リアさせてしまうのです。想像される通り、ほとんどの牝は
ローラーによる胸部の圧迫でかぶる反応を示し、レーンによ
る鼻梁部への干渉や、ダブルレーンが臀部に接触すること
に戸惑う様子を見せます。しかし、牡の反応ほど強くはなく、
また力も比較的弱いため、ダブルレーンをうまく用いれば馬
の進行方向や速度をコントロールすることができます。初め
は抵抗していた馬も、５～10分もすればほとんどの馬が様々
な刺激を受け入れ、外方（臀部に当たる側）のレーンによる
後ろからのプレッシャーによって前方に進むことを覚え、落
ち着いて円運動ができるようになります。

マネージャーに伺うと、このような手法の利点は、馬が受

ランジングはごく小さい円でゆっくりとしたペースで行う

海外最新情報
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け入れなければならない多くのハードルを一度にクリアさせ
ることにあるとのことでした。若馬のブレーキングを行った
ことがある方は経験があるかと思いますが、人を乗せるまで
に必要な工程はいくつも存在します。ランジング、胴締め、
サイドレーン、ダブルレーン、ドライビング・・・これらを段
階的に行っていくと、各工程毎に反応する（嫌がる）馬がお
り、それぞれを受け入れさせなければなりません。ジャドモ
ントの牝の手法は、これら複数のハードルを一度に、それ
も初日に超えさせることで、ストレスの回数を減らすことが
できると考えられます。前述のマネージャーは、これを「Big 
Step（大きな一歩）」と表現しており、段階的に少しずつ進
める方法に比べて、馬にかかるストレスを軽減できるだけで
なく、ブレーキングにかける時間の短縮にもつながるという
メリットがあります。

ブレーキング開始３日目には全ての馬が常歩でのドライビ
ングに移行でき、６～７頭毎一列でドライビングを始めるこ
とができていました。これは牡の工程と比べて約１週間も短
く、より落ち着いて求められた行動をとっていました。

実際に馴致を体感した感触としては、パートナーとの呼吸
を合わせれば特段危険な場面もなく、優れたブレーキング

方法だと感じました。そこで「牡にはこの方法を行わないの
か？」と聞いてみると、牡にはまだ行ったことがないという前
提ではありましたが、気性や力が強い牡ではパニックになっ
た際に御しきれないため適さないだろうという返答でした。

以上のように、性差に適した手法を選択することで、馴
致が効率的かつ安全に行われているのが印象的でした。た
だし、ある程度熟練した技術がないと危険な場合があるか
と思います。また、本稿前半にも記述したように、英・愛の
馬がそもそもとても落ち着いて大人しい状態だという前提が
あるため、馬の性質や実施者の熟練度を考慮した上で、ブ
レーキングの方法を選択する必要があると考えられます。

BTC 調教場 （浦河高校写真部 BTC フォトコンテスト用撮影）

横浜 琉空「目標に向かって」 狩野 心「あれは何だ？」 堀部 愛音「駿馬」

牝馬は 3 日目には集団でドライビングができるようになります。
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Thoroughbred Breeders Club –Stallions�for 2025�–

　Kiseki (JPN)
2014年生　日高産　黒鹿毛

初年度産駒がいよいよデビューを迎える人気種牡馬2頭をご紹介
キセキ

父：ルーラーシップ　母：ブリッツフィナーレ （by ディープインパクト）

ブリーダーズクラブ遠藤・秋山・福島まで！

　Danon Smash(JPN)
2015年生　新ひだか産　鹿毛ダノンスマッシュ

父：ロードカナロア　母：*スピニングワイルドキャット （by *ハードスパン）

[競走成績] 
33戦4勝 2着6回 3着6回
賞金：7億140万3000円

1st
2nd
2nd
2nd

菊花賞-G1 ‥‥‥‥‥ 芝3000ｍ
ジャパンカップ-G1 ‥‥ 芝2400ｍ
大阪杯-G1 ‥‥‥‥‥ 芝2000ｍ
宝塚記念-G1（2019.2020） 芝2200ｍ

[競走成績] 
26戦11勝 2着3回 3着1回
賞金：5億8435万3000円

・不良馬場を物ともせず、
大外から突き抜けて
G1菊花賞を勝利！ 4歳
秋のG1ジャパンCは
アーモンドアイの2分
20秒6のペースを作り、
自身もレコードタイムで
駆け抜け2着。おじに
成功種牡馬グレーター
ロンドンを持つ良血！

種
付
料

・父ロードカナロア以来
のG1香港スプリント勝
利でG1初制覇を飾る
と、翌春G1高松宮記
念も制した名スプリン
ター。2歳からオープン
クラスを勝利し、3歳～
6歳まで4年連続重賞
勝利したピークの持続
性が高い人気種牡馬！

220万円受胎
条件

80万円受胎
条件

120万円出生
条件

種
付
料

1st
1st
1st
1st

香港スプリント-G1 ‥‥ 芝1200ｍ
高松宮記念-G1 ‥‥‥ 芝1200ｍ
セントウルS-G2 ‥‥‥ 芝1200ｍ
京王杯スプリングC-G2 芝1400ｍ

フリーリターン特約付
フリーリターン特約付
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　馬インフルエンザの発生について
　2025 年 4 月、熊本県の重種馬飼養農場において馬インフルエンザの発生が確認されました。その後、帯広競馬場、北海道清水町・帯広市の
農場などにおいても相次いで発生が確認されています。
　本病は飛沫感染によって急速に伝播することから、馬の飼養衛生管理の徹底及び予防接種
の励行により発生予防に努めるとともに、感染馬の早期発見・診断、隔離、移動の自粛、施
設や器具の消毒等により感染拡大を防止することが重要です。 
　馬の管理者は健康観察を徹底し、発熱、呼吸器症状など、本病を疑う症状を確認した時は、
ただちに獣医師に連絡してください。また、本病が疑われる場合は、当該馬群は他の馬群と
の接触を避けて飼養してください。
　なお、国内での発生は 2008 年以来となり、2007 年の流行時には人の移動に伴う感染の
拡大と考えられる事例もあったことから、安易に異なる馬飼養施設に立ち入らない、立ち入
る際には靴や上着を替える、手指や車両の消毒を徹底するなどの対策を心がけてください。

★ BTC 調教場利用　重賞競走　優勝馬一覧（2025 年 3月～ 5月分）　関係者の皆様、おめでとうございます。
（中央競馬）	 	 	 	 （地方競馬）

・ファウストラーゼン	 牡 3歳	 弥生賞 GⅡ（2025/03/09・中山）	 ・テンカジョウ	 牝 4歳	 兵庫女王盃 Jpn Ⅲ（2025/04/03・園田）

・サトノレーヴ	 牡 6歳	 高松宮記念 GⅠ（2025/03/30・中京）	 ・メイショウハリオ	 牡 8歳	 川崎記念　Jpn Ⅰ（2025/04/09・川崎）

・ブライアンセンス	 牡 5歳	 マーチ SGⅢ（2025/03/30・中山）	 ・マテンロウコマンド	 牡 3歳	 兵庫チャンピオンシップJpnⅡ（2025/05/01・園田）

・トウシンマカオ	 牡 6歳	 京王杯スプリング CGⅡ（2025/05/03・東京）	 ・テンカジョウ	 牝 4歳	 エンプレス杯　Jpn Ⅱ（2025/05/14・川崎）
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